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小
松
藩
主
一
柳
公
墓
所
の

周
辺
整
備
を
！

小
松
藩
は
、
1636
年
か
ら
明

治
時
代
の
廃
藩
置
県
ま
で
、

文
武
両
道
を
重
ん
じ
た
一
柳
家
に

よ
る
治
世
の
下
、
石
高
１
万
石
の

小
藩
な
が
ら
も
230
年
余
り
に
わ
た

り
、
長
く
安
定
し
た
藩
政
が
行
わ

れ
て
い
た
。
特
に
７
代
藩
主
一
柳

頼
親
公
の
下
、
近
藤
篤
山
先
生
や

そ
の
跡
を
継
い
だ
近
藤
南
海
先
生

ら
に
よ
り
、
多
く
の
藩
士
や
領
民

が
育
て
ら
れ
、
そ
の
教
え
は
現
在

の
小
松
地
区
に
お
け
る
気
風
の
形

成
に
も
大
き
な
影
響
を
残
し
て

い
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
土
壌
が
、

武
道
の
名
人
で
あ
る
田
岡
俊
三
郎

や
棚
橋
伝
兵
衛
種
政
（
通
称
・
小

団
平
）
、
近
代
女
子
教
育
に
尽
力

し
た
丹
美
園
、
明
治
初
期
の
県
会

議
員
で
あ
り
旧
小
松
町
長
も
務
め

た
池
原
利
三
郎
、
大
谷
池
を
築
造

し
水
田
開
発
に
貢
献
し
た
森
田
恭

平
な
ど
、
数
多
く
の
偉
人
を
育
て
、

輩
出
し
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
小
松
地
区
の
礎
を
築

い
た
小
松
藩
の
歴
代
藩
主
の
墓
所

は
、
旧
小
松
町
の
時
に
史
跡
と
し

て
指
定
さ
れ
た
も
の
の
、
土
地
は

民
有
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

管
理
は
、
一
柳
家
子
孫
や
地
元
有

志
の
協
力
に
よ
り
、
な
ん
と
か
行

わ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

墓
所
が
民
有
地
に
所
在
す
る
経
緯

と
、
墓
所
の
管
理
に
つ
い
て
、
市

は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の

か
。

　
ま
た
、
小
松
藩
が
あ
っ
た
こ
と

を
後
世
に
残
す
た
め
に
も
、
墓
所

周
辺
を
一
部
公
園
化
す
る
な
ど
、

き
れ
い
に
整
備
し
、
道
路
や
駐
車

場
、
遊
歩
道
な
ど
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
と
考
え
る
が
、
墓
所
を
史

跡
と
し
て
保
存
し
、
活
用
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

藩
主
墓
所
は
、
初
代
藩
主

直
頼
公
が
遠
見
山
、
７
代

藩
主
頼
親
公
が
臼
谷
、
そ
れ
以
外

の
藩
主
が
佛
心
寺
山
の
集
合
墓
所

の
３
か
所
に
分
か
れ
て
祭
ら
れ
て

い
る
。
現
在
、
墓
所
自
体
は
一
柳

家
所
有
で
あ
る
が
、
周
辺
は
一
柳

家
以
外
の
民
有
地
で
あ
る
。
明
治

年
間
に
は
墓
所
周
辺
の
土
地
も
一

柳
家
所
有
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

で
き
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
土
地

の
所
有
が
一
柳
家
か
ら
離
れ
た
経

緯
は
調
査
が
難
し
く
、
不
明
と

な
っ
て
い
る
。

　

墓
所
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
一

柳
家
当
主
が
直
接
管
理
で
き
な
い

状
況
の
た
め
、
地
元
縁
者
や
「
小

松
藩
主
墓
所
を
守
る
会
」
な
ど
の

地
元
有
志
の
協
力
に
よ
り
清
掃
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　

墓
所
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て

は
、
墓
所
が
昭
和
47
年
に
当
時
の

小
松
町
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
西
条
市
文
化
財
保
護

事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、

文
化
財
保
護
に
要
す
る
経
費
に
対

し
て
補
助
金
交
付
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
進
入
路
や
駐
車

場
の
整
備
は
文
化
財
保
護
事
業
に

該
当
せ
ず
、
市
指
定
史
跡
の
指
定

範
囲
外
で
も
あ
る
た
め
、
文
化
財

保
護
の
観
点
か
ら
は
市
が
整
備
す

る
に
当
た
ら
な
い
な
ど
、
課
題
が

多
い
。
今
後
の
保
存
・
活
用
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、
地
元
住
民
の

要
望
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
関
係
部

署
と
協
議
を
行
い
た
い
。

令和２年第３回６月定例会　本会議

令和２年度補正予算（総額43億395万２千円）を可決
　令和２年第３回６月定例会は６月２日から
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を行いました。
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答

問
自
民
ク
ラ
ブ

堀
　
江
　
幸
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議
員

（
一
般
質
問
）

１
　
伊
予
小
松
藩
主
一
柳
公
の

墓
所
に
つ
い
て

２
　
小
松
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
に
つ
い
て

遠見山にある小松藩初代藩主の墓所


